















































































































































































































2007 年 11 月 1 日 高知県 A 小学校 ５年２組 国語「雨の日のるすばん」   授業者：N 教諭 
 
 
T38「 はい、終わっ た人は旅に出て構いません。やかましくならないようにやって下さい 。」 
T39「 自分ではできてないけど、ちょっと意見を聞いてみたいという人はいませんか、誰かの。はい、○○君偉い、（他の人の
接近を）求めた。 はい、誰が、この二人のところに行って 。」 
T4「（前略）クライマックスはどこかはっきりさせてもらいます 。（後略）」 
T6「君たちの構造表を見て（中略）この九つ出て いました 。」（段落番号 32,52,53,56,59,62,63,69,70） 
C7「僕は 、最初 62 だと思ったけど 、63 に変えて、そ
の わ けは 、お か あさ んが 帰って き て、 いっ ぺ んに あ た
た か くな った っ てい うの は、お か あさ んが 帰 って き た
の が 自分 たち の 目に 見え たって い う決 定的 瞬 間っ て い
うのを考えたら、62 じゃないので 63 だと思います。」 
C12「私も○○君と一緒
で、62 番で…62 番はや
っ と 帰 っ て き て 嬉 し く
なってきたから。63 番







だ か ら、 すご く 気持 ち的 にも安 心 した し、 気 持ち が 温
か く なり まし た 。や から お母さ ん が帰 って き て本 当 に
嬉しかったと思うから、63 番にしました 。」 
C3「私は 63 番だと思います。なぜなら、お母さんが
帰 っ てき たか ら 家の 中が いっぺ ん に温 かく な った 気 が
したから、安心したと思うからです 。」 
C5「えっと 、僕は、69
で 、 な お き く ん が 言 っ
た よ う に 、 最 初 は 怒 ら
れ る と 思 っ て 、 ド キ ド
キ し て い た け ど 、 そ れ
で 、 本 当 の こ と 言 っ た
ら 怒 ら れ る と 思 っ た け
ど 、 怒 ら れ ん と 褒 め ら
れたから 。」 
C2「僕は、69 番だと思
い ま す 。 理 由 は 、 僕 と
弟 も 本 当 に ド キ ド キ し
て い た と 思 う し 、 お か




初 は ● ● け
ど、だんだん
● ● な っ て
きて、弟が●
●、そ れが我
慢 の 限 界 に
な っ て い た
ので、そこか
ら 良 い こ と
か ら 悪 い こ




と う さ ん と お か あ さ ん
が帰ってきたから、心が
●●だと思います 。」 
C13「 不 幸 せ が 幸 せ に な る の と 幸
せが不幸せになるものです 。」 
T33「 こ の 雨 の 夜 の る す ば ん と い う 物 語 は 、 君 た ち は ど っ ち だ と 思 い ま す か ？ （ 中
略） クライマックスに線をひっぱってやったらいいと思います 。」 
T32「（前略）物語はだいたいこの二種類だって いうの。覚えている人？」 






C16「 僕 は 幸 せ か
ら 不 幸 せ に な る
で、幸せやった時
が、お粥づくりが
多 少 嫌 な こ と も
あったけど、まだ
大 丈 夫 や っ た け




そ れ で 我 慢 し き
れなくなって、嫌
になって、もうや


















T53「 お 粥 づ く り の 失 敗 で す か ね 。 失 敗 し た け ど 、 許 し
てくれた、と 。（後略）」 
C22「許してくれたじゃなくて、ほめてくれた。」 
C23「 僕 は 『 ほ め て く れ た 』 の 方 だ と 思 い ま す 。 理 由 は
69 番 の と ころ に 、『 ふた りとも あ りが とう 。よ う炊 い て
く れ た 』 と 書 い て い る の で 、多 分 ほ め て く れ た だ と 思 い
ます。 
T59「 先ほど みん な、こ の話の 中で 、きち んと 文章の
中から言葉をおさえようと頑張りよるね 。」 
C25「 え っ と 、 僕 は 『 ほ め て く れ た 』 と 思 い ま す 。 あ の
69 には一文も、怒っちゅうシーンも怒っちゅうとこも無




じゃあここで困ったね。３つ出たよ。さぁ、どれ。この中のどれか 一つにしぼる 。」 




































4．終 わ り に
　N教諭の授業実践における「読み研」方式は，その明確な授業スタイルに則って子どもが追究
を深めていく過程で自ずと「規律」が子どもの中に内化していくという特徴を有していた。これ
は，本稿で考察した本来の「学習規律」概念である「子どもたちの学習要求の自主的・共同的な
表現行為」という概念規定に合致する。
174
学習規律の生成過程としての授業づくりに関する考察
　しかし，このような取り組みは，実際には容易ではないと考えられる。授業の内容如何に関わ
らず予め誰かが定めた授業のルールを「徹底」することによって，授業の体裁だけを他律的に整
えようとする方が，取り組みとしては容易である。だが，そうした他律的な取り組みによって，
教室に子どもが「着席」し，授業に「出席」している「形式」だけは担保できたとしても，子ど
もの思考の深まりや，本来の意味での「授業の成立」という問題とは別の関心事が生じてしまう
ことに注意が必要である。
　本稿を執筆している2014年の時点において，学力向上を旗印にして，各地で小中連携の取り組
みが進行している。特に広島県においては，全国学力テストにおける中学校の平均点が，全国的
に見て下位層に位置しているという事実が，小中連携強化という政策に少なからず影響を及ぼし
ていると思われる。そして，この小中連携の取り組みの一つとして，授業のルールを「一貫化」
することが目指されているのである。小学校からルールを一貫して徹底することによって，中学
校における授業が成立し易くなるはずであるという仮説に基づく教育政策である。
　しかし，この議論においては，「子どもが追究したいと思える授業内容が準備されているか」
という内容論の問題や，「わかる」ということの喜びや真理を学級の仲間とともに追究すること
の心地よさなど認識論の問題が語られることがない。まずはきちんと席について教科書を開くと
いう形式から指導することを重視しているのであり，授業の内容理解はその先の問題であるとい
う形式的な段階論で授業づくりを把握する傾向があるのである。
　本稿で取り上げたN教諭の授業実践は，すでに数年前の実践であるが，他律的な授業規律の徹
底によって授業の形式だけを整えようとする近年の動向に対して示唆に富む。子どもの認識をゆ
さぶり，思考が深まっていくような授業の成立にこだわろうとするとき，N教諭の「読み研」方
式の授業実践では，徹底して読みの技術を鍛えることが目指される。一貫した授業のスタイルか
ら必然的に導かれる学習規律は，この読みの技術の深化とともに子どもの中に内化し，学習の手
段ないし道具として子どもに選びとられる。すなわち，授業づくりの過程において学習規律が生
成されるのである。
　いずれの場合にも，授業になにがしかの規律やルールが必要であることに違いはないのだが，
一方のN教諭は認識論と内容論にこそこだわっており，他方はそれを抜きにして形式論を問題に
している。もとより，授業は子どもの認識を鍛える役割を担うものである点において，前者の方
に妥当性がある。また，規律概念を検討した場合にも，「子どもたちの学習要求の自主的・共同
的な表現行為」という元来の規律概念に合致しているのも前者であり，「学習規律」の本質的要
件を具体的に指し示していると考えられるのである。
〔2014.　9.　25　受理〕
175
